








































































































































北海道  14  14  28 8.7％
東　北  13  18  31 9.7％
関　東  38  35  73 22.7％
中部・北陸  22  28  50 15.6％
近　畿  36  26  62 19.3％
中　国  10  15  25 7.8％
四　国   6  10  16 5.0％
九　州  19   8  27 8.4％
沖　縄   5   4   9 2.8％










































































































































































































北斗電子工業株式会社 20年 東神戸 未経験 未経験 ６年
森合精機株式会社 15年 東播 無回答（役員経験あり※注）
株式会社ツインテック 14年 東播 10年 13年 13年
株式会社藤製作所 15年 兵庫 ２年 ４年 ３年
株式会社奥谷金網製作所 15年 東神戸 ４年 10年 ７年








建築業  50  18.2％
製造業（消費財）  30  10.9％
製造業（生産財）  48  17.5％
商業  50  18.2％
対個人サービス  46  16.8％








































度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
274 0 430 18.83 33.03
出所）　図表３に同じ。
度数 パーセント 有効％ 累積％
４人以下  65  23.7  23.7  23.7
５～９人  64  23.4  23.4  47.1
10～19人  74  27.0  27.0  74.1
20～49人  48  17.5  17.5  91.6
50人以上  23   8.4   8.4 100.0




中央区・北区  63  23.0  23.0
兵庫区以西  52  19.0  19.0
東灘区・灘区  23   8.4   8.4
阪神地域  46  16.8  16.8
東播・北播方面  41  15.0  15.0
姫路・西播方面  49  17.9  17.9
合計 274 100.0 100.0
出所）　図表３に同じ。
図表７　会員歴の記述統計量・度数分布図
度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差値
































































10年未満 199  72.9  72.9




度数 パーセント 有効％ 累積％
ある 102 37.2  39.2  39.2
ない 158 57.7  60.8 100.0
合計 260 94.9 100.0
出所）　図表３に同じ。
図表10　同友会活動への出席度合い
度数 パーセント 有効％ 累積％
週に２回以上  18  6.6   7.0   7.0
週に１回  24  8.8   9.3  16.3
月に２～３回  48 17.5  18.7  35.0
月に１回  76 27.7  29.6  64.6
半年に４～５回  19  6.9   7.4  72.0
半年に２～３回  38 13.9  14.8  86.8
半年に１回  22  8.0   8.6  95.3
年に１回  12  4.4   4.7 100.0














































































































度数 平均値 度数 平均値
①第二創業により，自社の経営基盤を強化した 153 2.76 61 3.59 -5.09 ＊＊＊＊
②経営者同士の交流が深まった 167 3.95 63 4.11 -1.18
③他の企業と連携し，新規事業に取り組んだ 151 2.32 61 2.82 -2.64 ＊＊＊
④経営指針が明確になった 159 3.37 60 3.82 -2.81 ＊＊＊
⑤自社の強みが明確になった 160 3.18 60 3.75 -4.14 ＊＊＊＊
⑥財務体質を改善した 157 2.75 60 3.20 -3.21 ＊＊＊
⑦幅広い経営情報から意思決定できるようになった 161 3.37 61 3.66 -1.97 ＊＊
⑧経営者としての自覚が高まった 167 3.84 60 4.10 -1.86 ＊
⑨社員との信頼関係が深まった 162 3.17 60 3.52 -2.96 ＊＊＊
⑩社内の業務体制が整備された 158 3.08 60 3.38 -2.31 ＊＊





























































５年未満 ５～９年 10～14年 15年以上
合計
度数 ％ 度数 ％ 度数 ％ 度数 ％
週に２回以上   3   2.2％  2   4.1％  5  16.7％  8  20.5％  18
週に１回  10   7.2％  5  10.2％  3  10.0％  6  15.4％  24
月に２～３回  24  17.4％ 11  22.4％  8  26.7％  5  12.8％  48
月に１回  49  35.5％ 18  36.7％  3  10.0％  5  12.8％  75
半年に４～５回  12   8.7％  3   6.1％  2   6.7％  2   5.1％  19
半年に２～３回  27  19.6％  5  10.2％  0   0.0％  6  15.4％  38
半年に１回  10   7.2％  4   8.2％  4  13.3％  4  10.3％  22
年に１回   3   2.2％  1   2.0％  5  16.7％  3   7.7％  12




























度数 ％ 累積％ 度数 ％ 累積％
週に２回以上   5   2.7％   2.7％ 13  18.8％  18.8％  18
週に１回  15   8.0％  10.7％  9  13.0％  31.9％  24
月に２～３回  35  18.7％  29.4％ 13  18.8％  50.7％  48
月に１回  67  35.8％  65.2％  8  11.6％  62.3％  75
半年に４～５回  15   8.0％  73.3％  4   5.8％  68.1％  19
半年に２～３回  32  17.1％  90.4％  6   8.7％  76.8％  38
半年に１回  14   7.5％  97.9％  8  11.6％  88.4％  22
年に１回   4   2.1％ 100.0％  8  11.6％ 100.0％  12





度数 平均値 度数 平均値
①第二創業により，自社の経営基盤を強化した 131 2.85 81 3.21 -2.14 ＊＊
②経営者同士の交流が深まった 143 3.73 84 4.44 -6.82 ＊＊＊＊
③他の企業と連携し，新規事業に取り組んだ 126 2.35 83 2.65 -1.77 ＊
④経営指針が明確になった 134 3.20 82 3.98 -6.07 ＊＊＊＊
⑤自社の強みが明確になった 135 3.10 82 3.78 -5.59 ＊＊＊＊
⑥財務体質を改善した 132 2.73 82 3.13 -3.08 ＊＊＊
⑦幅広い経営情報から意思決定できるようになった 135 3.20 84 3.85 -5.40 ＊＊＊＊
⑧経営者としての自覚が高まった 139 3.65 85 4.33 -5.87 ＊＊＊＊
⑨社員との信頼関係が深まった 137 3.09 82 3.56 -4.41 ＊＊＊＊
⑩社内の業務体制が整備された 134 2.96 81 3.48 -4.42 ＊＊＊＊














































































度数 比率 度数 比率
週に２回以上  18  17.6％   0   0.0％  18
週に１回  22  21.6％   2   1.3％  24
月に２～３回  28  27.5％  19  12.7％  47
月に１回  19  18.6％  57  38.0％  76
半年に４～５回   4   3.9％  15  10.0％  19
半年に２～３回   4   3.9％  31  20.7％  35
半年に１回   5   4.9％  17  11.3％  22
年に１回   2   2.0％   9   6.0％  11






















































度数 平均値 度数 平均値
①第二創業により，自社の経営基盤を強化した 97 3.23 114 2.79 2.70 ＊＊＊
②経営者同士の交流が深まった 97 4.32 129 3.78 4.83 ＊＊＊＊
③他の企業と連携し，新規事業に取り組んだ 96 2.73 113 2.23 3.03 ＊＊＊
④経営指針が明確になった 94 3.89 122 3.20 5.32 ＊＊＊＊
⑤自社の強みが明確になった 95 3.77 122 3.02 6.27 ＊＊＊＊
⑥財務体質を改善した 95 3.06 119 2.71 2.87 ＊＊＊
⑦幅広い経営情報から意思決定できるようになった 97 3.73 122 3.22 4.15 ＊＊＊＊
⑧経営者としての自覚が高まった 95 4.18 129 3.72 3.82 ＊＊＊＊
⑨社員との信頼関係が深まった 95 3.54 124 3.04 4.79 ＊＊＊＊
⑩社内の業務体制が整備された 94 3.38 121 2.97 3.42 ＊＊＊＊
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